
マ ンス フ ィール ドに お け る「意 識 の流 れ」の

手 法 につ い て

「ブ リル嬢 」を中 心 に

水 田 圭 子

キ ャサ リン ・マ ン ス フ ィー ル ドの 「ブ リル嬢 」(`MissBril1')は

1920年11月 に発 表 され て い る。周 知 の よ うに 、1920年 代 は、 「意 識 の流 れ 」

の 手 法 を取 り入 れ た作 品 が 盛 ん な 時 代 で あ っ た 。 「意 識 の 流 れ 」 と い う用

語 は 「思 想 の 流 れ 」 につ い て話 した 哲 学 者 ウ ィ リア ム ・ジ ェイ ム ズが 元 に

な って い る1)0・922年 に は ジ 。 イ スのrユ リシ ー ズ 』 、1925年 に は ウ ル フ の

『ダ ロウ ェイ夫 人 』 が発 表 され て い る。 短 篇 「ブ リル 嬢 」 に お い て も、 こ

の手 法 が み られ るの で 以 下 そ れ を明 らか に して行 きた い 。

の

ロバ ー ト ・ハ ン フ リー は 『現 代 小 説 の意 識 の 流 れ 』 に お い て 、 ジ ョイ ス 、

V.ウ ル フ、 ドロ シ ー ・ リチ ャ ー ドソ ン、 フ ォー クナ ー の小 説 を論 じて い

る。 そ の 中 で 、 「意 識 の流 れ 」 の 技 法 を 「直 接 内 的 独 白 」(directinte-

「io「monologue)、 「間 接 内 的独 白」(indirectinteriormonologue)、

「全 知 作 者 の 叙 述 」(descriPtionofomniscientauthor)、 「ソ リロキ ー」

(soliloquy)の 四種 類 に 分類 して い る 。

「直 接 内 的独 白 」 とい うの は 、作 者 は 姿 を消 し、 一 人 称 が 用 い られ 、 そ

の人 物 は 、 自分 の 内部 に 向 って 語 りか け るだ け で あ る。 「間 接 内 的 独 白 」

は 、作 者 が常 に存 在 し、三 人 称 で語 られ る。 「全 知 作 者 の叙 述 」 で は 、 全

知 の作 者 が 在 来 の叙 述 の 方 法 で作 申人 物 の 心 情 を描 く。 「ソ リ ロキ ー 」 は、

独 白 に比 べ て 、 論 理 が 通 っ て い て 、作 品 中 に直 接 の 聞 き手 を想 定 して い る。

と ころ で キ ャサ リン ・マ ン ス フ ィール ドは人 物 の心 理 描 写 に興 味 を示 し

た作 家 で あ る が、 彼 女 が お もに使 う技 法 は、 ハ ン フ リー の分 類 に従 うな ら

ば 「間 接 内 的 独 白 」 と 「全 知 作 者 の叙 述 」 で あ る とい え る 。 もと も と この

二 つ が 関 連 しあ って 使 わ れ る性 質 の もの で あ る こ とは わ か るの で あ る が 、
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マンスフィール ドの場合、その二つの技法を統合するためにイメージが効

果的に用 いられ る。結論 を先に言 うことが許 されるな らば、この ことがじ

つはマンスフィール ドの心理描写の特徴(ず くな くとも、特徴のひとつ)

と思われる。

こうした二技法により表わさんとした主題 とまたイメージは深 く関わっ

ている。そこで、まず、 この短篇の内容は、ある日曜日の午後、毛皮のえり

巻をつけたブリル嬢が、いつ も日曜日はそうするよ うに、公園にでかけて

そこで聞いた り見た りしているうちに人生についての啓示 をえて、楽 しく

なるが、その幸福感 もす ぐ破 られ悲 しみに変 る、というのである。そして

主題は、人生は劇であり、われわれ一人一人は役者であるという啓示をえ

た至福がす ぐ破 られ、人生は悲 しいものであるとい うよ り深 い知覚への発

展を描 くことにある。

「ブリル嬢」におけるイメージの特徴は、 白とか純粋 に関する ものが多

い。また、ここに登場す る人 々は、孤独な者と、二人連れ 、あるいはグル

ープに分 けられる。以上は皆主題に関係がある。まず、イメージであるが、
3)

冒 頭 の 一 節 で は 、`likewhitewine,`likeachillfromaglass

oficedwaterbeforeyousip'4)等 は 「白 」 を暗 示 す る 。 ま た

・th
emoth.powder・5)のpowderの 白 さ、 な ど が あ る 。 ま た 、 公

園 で ブ リル 嬢 が 目 の 前 を 通 る 人 々 を 観 察 し て い る 節 で は 、`acold,pale

6)

nun'のnunは 、 世 間 と隔 た っ た孤 立 の 世 界 、 汚 れ の な さ を表 わ して い

る。 ま た 同 じ節 で 、`anerminetoque・7)が で て く るが 、 そ のermine

は、冬 は 白 い 色 を して お り、ま た0.E.D.に よ る と 「詩 で しば しば 純 粋 無 垢

の 象 徴 と して 言 及 され る」 と あ る。 ま た若 い 男 女 の 会 話 に出 る`likea
9)

friedwhiting'8)も 白 を 暗 示 す る。 最 後 の 節 に二 度 出 る`thebaker・s・

は粉 の 白 さを暗 示 して い る。

こ の よ うに 「白 」 の イ メ ー ジ は最 初 か ら最 後 まで 出 て い る。 「白」 は 、
L10)

W・ ペ ィ タ ーの 『享 楽 主 義 者 メ ア リア ス 』に もで て くる`awhitebird'
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の意 味 を暗 示 させ る。す な わ ち 、Brewer'sDictionaryOfPhraseand

Fable(CentenaryEdition,1970,P.1152)に よ る と、white

birdは 厂良 心 、 また は人 間 の魂 」 とあ る。 「白 」 は人 間 の 心 に 関 わ る語

で あ り、 この短 篇 の 主 題 の 悲 しみ も純 粋 に心 的現 象 で あ る 。 そ れ で 、 この

厂白 」 は短 篇 の終 末 の 悲 しみ を 表 わ す 色 な の で あ る。

らラ

また`themoth-powder'で あ るが 、 これ は 、 衣 類 を 保存 す る た

め の 虫 よ け の粉 で あ る。 ブ リル嬢 は 、 箱 の ふ た をあ けて 、 しま って あ っ た

毛 皮 の え り巻 を取 り出 し、 虫 よ け の 粉 を払 っ た とあ る。 こ れ は 、 この え り

巻 が古 い もの で あ る こ と、 そ れ は 閉 じこ め られ て じ っ と し て い た こ とな ど

を暗 示 す る。 こ う した箇 所 は全 知 作 者 に よ り語 られ るが、それ が 間接 内 的 独

白 に変 って 、 ブ リル嬢 が毛 皮 の え り巻 の 鼻 が しっ か りして い な い と思 う と

ころ が あ る。少 し壊 れ た と こ ろ が あ って も修 理 して 使 お う とす る気 持 が わ

か り、 え り巻 も立 派 な もの で は な い こ と、 彼 女 もあ ま り若 くな い女 の 人 と

想 像 がつ く。 い ず れ にせ よ 、`themoth-powder'5)のmothは 、 は

か な さを も象 徴 して い る 。 ブ リル嬢 が 公 園 で 通 る人 を眺 め て い て 、 楽 し く

な り啓 示 を えた幸 福 な気 持 がす ぐさま、若 者 た ちに よ り壊 され て しま う、 そ

の 幸 福 感 の はか な さを予 言 して い る。先 に あ げたanunに も0.E.D.に よ る

とmothの 一 種 とい う意 味 もあ るが 、mothは 、psyche(霊 魂 、 精 神)

を 人 格 化 し た プシ ュ ケ は蝶 の姿 を も と るの で 、 これ と同 形 、従 って 、 人 間

の 心 的 働 き を描 く この作 品 に ふ さわ しい イ メ ー ジで あ る 。 ま た 蛾 や 蝶 は 、

元 の姿 か ら変 身 して きた の で あ る。 それ で 、 ブ リル嬢 の 大 切 な 毛 皮 の え り

巻 が 箱 か ら出 され るま で じ っ とそ こ に閉 じ こめ られて い た こ と は、 静 止 状
さなガ

態の蛹の時代を思わせる。また毛皮のえり巻 はブリル嬢の分身のよ うな も

のだが、ブリル嬢自身 も最後の節にあるように 厂小さな暗い部屋 戸棚
11)さ なぎ

のような彼女の部屋」 に蛹のよ うにじつ と内部に こもっているのであ

る。それで、閉 じこもっていた世界から外へ出た蛾や蝶の運命がはかない

ように、ブ リル嬢のえた至福の気持も長 く続かないことを最初か ら作者が
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暗示している。毛皮の えり巻が若者たちか ら悪 く言われ、箱か ら出した時

の悲 しげな目が本当に最後 には泣 き出し、また箱にしまわれて しまうので、

ブリル嬢 とえり巻は同じ運命 にある。はかなさはまた、`theredeider-
12)

down'の 羽根ぶ とんの羽根の軽やかさ、たよ りない感 じによって も暗示

され る。その他同じ冒頭の節の間接内的独白内に出る`blacksealing-

wax'13)も ち ょっと不吉な感 じが ある。 このよ うなはかなさは、悲

しみ に通 じるもので あ る。

それで悲 しみを表わす 「白」は、はかなさ、純粋 を表わすが、また孤独

をも表わす といえる。先に、この作品に登場す る人々は、孤 独な者 と、二

人連れ、あるいはグループに分けられると言 ったが、その点をみたい。ま・

ず表題の 「ミス ・ブリル」の ミスは一人者である。 この作品であと孤独の

人は、先にあげたanunだ けである。彼女は一人で公園の群集の中を通

り、多 くの二人連れやグループの間に登場する貴重な存在である。彼女の

表わす世界は世間か ら隔たった孤立 した世界である。他 に人間以外では、
14)

冒頭の節で時折 「葉が一枚」 空か ら舞い降 りたとあり、 この葉は孤独

な存在である。

次に、これに対応す る側 をみると、昌頭の孤独 と 「白」の節の後は各節

が二人連れ、あるいはその他を表わしている。まず楽隊、次 に、ブリル嬢

のベンチの横に座った老夫妻、また先週隣 りに座 ったイギ リス人の夫妻を

回想す ること、次に、公園内の群集、また風景 もいろいろな物によってま

とまっていること、楽隊の音、また二組の男女、二人連れの農家の女・ま

た数頭 のロバ、次に、先にあげた尼僧が通 るのであるが、また美 しい女 と

男の子、白テンの トーク(つ ばのない婦人帽)を かぶった女 と紳士、足を

引きず る老人 と並んで歩 く四人の女、 ブリル嬢 に新聞を読んで もらう病弱

な老人、公園にいる人全体による合唱 とい う考え、若い愛 し合 っている男
ユらラ

女 等 が あ る 。 ま た 直 喩 で は 、`likearooster'が あ る と 、 別 の 節

16)

で は`likeayounghen'が あ り、 合 わ せ て ペ ア に な る 。
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こうした外的な対立的な環境を設定 しておいて、暗示に とどめられ(作

者は、sadやsadnessを 二箇所で出しては否定 してしまう)、 ブリル

嬢が気づいていなかった悲 しみは、冷ややかな言葉 を吐いた若い男女が隣

りに坐ったことで表面化す る。ブリル嬢のえた至福 は破 られ、最後の節で

は、暗い戸棚のような自分の部屋 にもどって孤 りで悲 しみに くれる。 この
さなざ

よ うに孤独と悲 しみは結 びついている。傷っいた心は、ちようど蛹 にもど

ったかのように一人で耐 えるのである。しか しこうして耐えることにより、

次の時には、よ り美 しい蝶 として、悲 しみに耐えた人間 として生まれ変わ

るのではないだろ うか。また、 とかく集団を好みがちであるが、 このよ う

に一人で瞑想す るよ うな ことが大切であろう。'

ブリル嬢は、啓示の喜びめ後、人生は悲 しみであるとい うより深い知覚

へ到達するのであるが、これはブリル嬢が一人で悲 しみに耐 えることによ

り到達するので、このよ うな純なる 「白」 の世界は悲 しみを通 した後えら

れる真の啓示の世界 と言 える。 ブリル嬢がそこへ到達することを日々の目

標 として生 きているのであ り、その人の内面を描 いたのが この短篇である。

以上・主 として用 いられている二技法に、イメージが、 うまく織 りまぜ

られ、それ らに統一や調和を与 えている。最後に同じ 「意識の流れ」の手

法で小説を書いたウルフの 『ダロウェイ夫人』に比べ ると、孤独 を扱 う点

では同じであるが、 『ダロウェイ夫人』では、意識の連想が次か ら次へ と

広がって行 ってしまうが、マンスフィール ドでは、あくまでも一人物の心

理に集中す る。外界の ものを一つ一つイメージとして とらえて行 くよ りも

一つをもって全体 を暗示 した り
、代表的イメージにまとめて述べる。そこ

にマンスフィール ドの特徴がある。また全知作者の叙述 と間接内的独白が

多いのは、まず彼女が伝統的な全知作者の叙述に従い、時々、新 しい間接

内的独白を取 り入れたからである。直接内的独白がごく短 く少ないのは、

その独白が、やや冗舌になりがちで、不経済な長い文にな りやす く、マン

スフィール ドのスピー ド感がある書 き方や、主題に合わなかったからであ
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マンス フ ィール ドにお ける「意識 の 流れ」の手法 につ い て

ろう。また短篇の中に 厂意識の沛れ」の手法を取 り入れることによ り・短

篇を従来より生 き生 きとしたものに した点、彼女の大 きな功績 である。こ

のよ うな 「意識の流れ」の手法を用いた彼女の他の作品 としては現実 と過

去への回想をうまく織 り混ぜた 「パーカーおばさんの生涯」(1921)、 特

に 「流れ」のイメージを強調 した ものに 「初めての舞踏会」(1921)な ど

がある。
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